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みどり市東公民館  

T E L ９７－２７２１ 

F A X ９７－２４２４ 

☆令和４年度高齢者学級 

『寿大学』はじまりました。☆ 
７月 19 日から寿大学が始まりました。2回目は、9月。2月まで、月に 1回の開催です。 

☆夏休み期間中の東公民館事業 開催しました♪ 

〇7月 30日（土）段ボールで作るコロコロビー玉迷路   〇8月 7 日（日）グラスサンドアート教室 

3 公民館合同事業「森林に学ぶ親子つり教室」開催しました。 

〇7月 16日（土）午後 2時から、 

東公民館でつりについての学習。 

〇7月 31 日（日）午前 10 時から 

東町の川原で、つりの実習 

♪童謡ふるさと館イベント案内♪ 

〇童謡唱歌によりそう会主催「ギターで歌う 童謡唱歌コンサート」 

日時：9月 17 日（土）午後 2時開演（午後 1時開場） 

 料金：大人 2,000 円、小学生 1,000 円※童謡ふるさと館(℡97-3008)で電話予約受付中！ 

〇みどり市立図書館主催「こわいお話会やっちゃいます」 

 日時：9月 25 日（日）13:30 開演（13:00 開場） 申し込みは、こちらから→ 

 入場無料、先着 100 人、スタンプラリー同時開催。詳しくは、図書館まで 

〇音と映像を楽しむ映画鑑賞会「若おかみは小学生」（共催：きりゅうシネクラブ） 

 日時：10月 9 日（日）①午後 1時 ②午後 4時 料金：大人 1,000 円、小・中学生 800 円 

申し込みは、きりゅうシネクラブへメール：kiryucineclub@gmail.com 

〇東地域文化祭（展示と芸能発表） 

10 月 15 日（土）、16 日（日）午前 10 時～午後 4時（日曜日は、午後 3時まで） 

〇群馬県民の日「無料開放」10 月 28 日（金）午前 9時から午後４時 30 分まで 

童謡の父 石原和三郎没後 100 年記念事業について 
童謡「うさぎとかめ」「金太郎」などの作詞者で、みどり市東町出身の石原和三郎の遺

徳を偲び開催した「石原和三郎賞 作詞コンクール」は、たくさんの方に応募いただきました。 

 審査結果や表彰式・記念コンサートなどについては、後日発表します。 

※石原和三郎の書簡や絵画など、関係資料を探しています。ご自宅に眠っている資料がある

方で、資料の貸し出しや提供が可能な方は、東公民館 (0277－97－2721) までご連絡下さい。 

※イベント等は、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、変更となる場合があります。 

 東町人口【2022.8月末】   

男 女 合計 増減(前月比） 世帯数 

797 917 1,714 △7 860 
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東公民館の周辺では、施設の解体

工事を行っているため、１月末ま

で工事車両の出入りがあり、駐車

場が少なくなっています。 

ご利用の皆様には、ご不便をお掛

けしますが、ご理解とご協力をお

願いします。 

秋は、イベントの季節です。 

各地でイベントか開催されるように

なり、楽しいイベントが、盛りだく

さんです。 

イベント等へお越しの際は、感染

症などに注意しながら、景色とイベ

ントをお楽しみ下さい。 
 


